
  

 

   

やりぬく子の育成とは 
校長 中島 賀子  

 

 １１月１３日に開催しました音楽会には、制約のある中ではありますが、お越

しいただきありがとうございました。大変スムーズな運営ができたのも、保護者

の皆様のご理解があったからだと感謝しております。1学期から演奏する曲を決

め、その時にできることを懸命に取り組んできました。鍵盤ハーモニカが使えな

いため、卓上の鍵盤を購入したり、木琴のバチ等は共用しなくていいように音楽

の先生や校務員さんが作ってくれたりして、みんなで作り上げた音楽会になりま

した。こどもたちは、日々練習し、どんどん上手になっていきました。行事とい

うものは、こどもたちを成長させてくれるものだと改めて感じました。 

 また、音楽会のすぐ後には個人懇談会がありました。お忙しい中、参加いただ

きましてありがとうございました。担任と向かい合って話す初めての機会であっ

たと思います。今後もしっかりと向き合って話をしていければと思います。 

  

 さて、中室牧子氏の『「学力」の経済学』という著書の中に、人生の成功に重

要な非認知能力という章があります。非認知能力は将来の年収、学歴や就業形態

などの労働市場における成果に大きく影響すると書かれていました。非認知能力

とは、学力テストなどの認知能力と違い、忍耐力がある、コミュニケーション能

力が高い、意欲的であるというような、よく「生きる力」と呼ばれている能力の

ことです。非認知能力の中でも重要とされているものが、「自制心」と「やり抜

く力」です。特に「やり抜く力」は本校の教育目標「ともに生き、自ら進んで、

最後までやりぬく子の育成」にもあげられています。この力を伸ばすためには、

「心のもちよう」が大切だそうです。「自分のもともとの能力はうまれつきのも

のではなく、努力によって伸びる」と信じる子どもは「やり抜く力」が強いそう

です。このような子どもを育成するためにも、興味を失わず、努力し続けること

ができる声かけ等の支援をしてまいります。 

 

さあ、もう12月です。12月は、2学期の最後の月であり、2021年の最後

の月でもあります。今学期、今年にやり残したことを見つけ、やり抜きたいと思

います。「終わり良ければ総て良し」となるようがんばりますので、ご協力をお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あまっこステップ調査 

 8 日（水）全校一斉に国語・算数の学力調査

とアンケート調査があります。今までに習った

ところの復習を頑張りましょう。 

 結果については後日お知らせが届きます。 

 

●園和北っ子フェスティバル 

10日（金）8：50～11：30（雨天決行） 
昨年度は出来ませんでしたが、本年度は感染

症対策を取りながら実施することになりました。 

 異学年交流を深め、存分に楽しいフェスティ

バルとなるように、子どもたちは日々準備に励

んでいます。 

※保護者の参加は出来ません。当日の様子や子

どもたちの頑張りなど、ぜひ、聞いて下さい。 

 

●冬季休業日（12月27日～1月10日）  
 3学期の始業式は11日です。始業式の持ち物は

2学期末配布の学年だよりをご確認下さい。 

よいお年をお迎えください。 

 

1 水 6年生午後下校 

2 木 代表委員会             定時退勤日 

3 金 児童集会 15：45 完全下校 

4 土  

5 日  

6 月 全校朝会 委員会 

7 火 14：40完全下校 

8 水 あまっこステップアップ調査 

9 木                   定時退勤日 

10 金 園和北っ子フェスティバル（児童のみ） 

11 土  

12 日  

13 月 クラブ活動 ファミリー掃除 

14 火  

15 水  

16 木                   定時退勤日 

17 金 5年生 自然学校 

18 土  

19 日  

20 月  

21 火 給食最終日 

22 水 12：30下校 

23 木 12：30下校             定時退勤日 

24 金 二学期終業式 12：00下校 

25 土  

26 日  

27 月 冬季休業日開始 

28 火  

29 水  

30 木  

31 金  
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